
事業の必要性

予防保全の観点から、計画的に更新を行うことにより、突発的な設備機能停止等を
回避

上位計画等
宇陀川処理区下水道事業計画
流域下水道長寿命化修繕計画

事業の有効性

（事業により予想
される効果及び影
響）

長寿命化修繕計画に基づき、老朽化対策を実施することにより、コストの平準や縮
減が図られる。

コスト縮減への取
組み

老朽化対策に係る全体費用の縮減。

地元情勢等

持続的な流域下水道の処理が必要。

他計画他事業と
の関連

定

性

的

評

価

事業名 防災・安全交付金事業（下水道長寿命化） 路線名等
大和川上流・宇陀川流域

宇陀川処理区

箇所名 宇陀市榛原福地 宇陀川浄化センター他

【位置図】

【担当課：下水道課】事業箇所総合評価シート

事
業
の
概
要

目 的
流域下水道長寿命化修繕計画に基づき、更新に着手し、施設の機能回復を図る。

事業内容

①電気設備更新

着手年度 平成２９年度 完成年度（予定） 平成３２年度 全体事業費 ４２８百万円

評価結果 左 の 理 由

採択
流域下水道長寿命化修繕計画に基づく、予防保全型の老朽化対策として、計画的な設
備更新を実施する必要性、緊急性が認められる。

管更生
管更生

宇陀川浄化センター

国土地理院5万分の1地形図を使用
(承認番号 平18総使､第40-D505520号)

宇陀川浄化ｾﾝﾀｰ平面図

①電気設備更新

C=４２８百万円


